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物質（IS）の d4-コルチゾールを添加し、さらに酢酸エチル 1ml を加え混和後、5 分間の
遠心分離を施した。得られた上清について、窒素気流下にて蒸発乾固を行い、残渣はアセ
トニトリル/ギ酸水溶液にて溶解後、その一部を UPLC/MS/MS 分析に供した。なお、UFLC
は島津社製、API4000 Q Trap MS/MS 装置はエービー・サイエックス社製を使用し、分析
カラムは Cadenza HS-C18（インタクト社製）、移動相は 0.1％ギ酸水溶液をベースにした
アセトニトリルによるリニアグラジエント法を用いた。また、質量分析では、正イオン大
気圧エレクトロスプレーイオン化法による多重反応モニタリング法を採用した。 
【結果・考察】ELISA 法で作成した検量線は、コルチゾールが 0.04～30ng/ml の範囲で相
関係数 0.997 であった。また、質量分析システムによる検量線では、コルチゾール 0.025
～10ng/ml の範囲で相関係数 0.999 であり、いずれの方法においても良好な結果が得られ
た。これらの検量線を用いボランティアの唾液中コルチゾールを定量したところ、ELISA
法では 1.08～4.88ng/ml、質量分析システムでは 0.06～1.09ng/ml の範囲の値が得られ、
質量分析システムよりも ELISA 法による定量の方が全ての試料において、約 3～26 倍高
い値を示した。唾液中ストレスマーカー分析の主流となっている ELISA 法は簡便な方
法であるものの、抗体と生体内成分との交差反応あるいは呈色反応が生じやすく、唾
液中コルチゾールの場合は高い値が出現しやすいことが推測される。今後、唾液中コ
ルチゾールについて、ELISA 法のプロトコールを再検討し、より特異性の高い測定方
法に改良するほか、他社の ELISA キットを使用する等の比較検討も必要であると考え
る。 
 
